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◦
夏
の
湿
原
花
ハ
イ
ク

　

盛
夏
の
釧
路
湿
原
の
花
々
を
じ
っ
く
り

と
観
察
し
ま
す
。
熱
中
症
対
策
を
忘
れ
ず

に
。

■�

日
時
／
８
月
２
日
㈰
、
午
前
10
時
～
正

午
■
定
員
／
15
人

■
参
加
費
／
無
料

■�

集
合
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

鶴
居
村
温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
１
５
４
︱
65
︱
２
３
２
３
）

◦�

ザ
リ
ガ
ニ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

　

～
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
編
～

　

特
定
外
来
生
物
の
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
を

捕
獲
し
、
外
来
生
物
の
脅
威
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

■�

日
時
／
８
月
16
日
㈰
、
午
前
10
時
～
正

午
■
定
員
／
15
人

■
参
加
費
／
無
料

■�
集
合
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

鶴
居
村
温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　

　
　
（
☎
０
１
５
４
︱
65
︱
２
３
２
３
）

◦
鳥
の
刺
繍し
ゅ
うワ
ッ
ペ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　

作
ろ
う

　

湿
原
周
辺
で
見
ら
れ
る
野
鳥
の
図
案
を

布
に
刺
繍
し
て
、
約
５
×
５
㎝
の
ワ
ッ
ペ

ン
（
ブ
ロ
ー
チ
に
も
な
り
ま
す
）
を
作
る

体
験
講
座
で
す
。

■�

日
時
／
８
月
29
日
㈯
、
午
前
10
時
～
午

後
１
時

■
定
員
／
10
人

■
参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
費
）

■�

集
合
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

塘
路
湖
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
４
８
７
︱
３
０
０
３
）

◦
久
著
呂
川
自
然
再
生
の

　
　
　
　
　
　

見
学
ツ
ア
ー

　

久
著
呂
川
上
流
部
か
ら
湿
原
流
入
部
ま

で
を
移
動
し
な
が
ら
、
自
然
再
生
の
取
り

組
み
を
見
学
し
ま
す
。

■�

日
時
／
８
月
19
日
㈬
、
午
前
９
時
～
午

後
４
時

■
定
員
／
12
人

■
参
加
費
／
無
料

■�

申
込
期
間
／
８
月
３
日
㈪
～
12
日
㈬

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■�

集
合
場
所
／
釧
路
合
同
庁
舎
、
鶴
居
村

役
場
、
久
著
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
釧
路
総
合

振
興
局
釧
路
建
設
管
理
部
事
業
室
治
水

課
（
☎
０
１
５
４
︱
23
︱
９
１
８
３
）

◦
カ
ヌ
ー
で
ヒ
シ
刈
り
、

　
　
　
　
　
　

自
然
再
生
！

　

達
古
武
湖
で
増
え
す
ぎ
た
ヒ
シ
を
カ

ヌ
ー
に
乗
っ
て
刈
り
取
り
ま
す
。

　

出
会
い
と
仲
間
づ
く
り
の
き
っ
か
け
作

り
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■�

日
時
／
８
月
22
日
㈯
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時
（
予
定
）

■
定
員
／
24
人

■
対
象
者
／
20
～
40
代
の
独
身
男
女

■
参
加
費
／
有
料
（
要
問
い
合
わ
せ
）

■�

申
込
締
切
／
８
月
５
日
㈬
午
後
５
時

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
省
釧

路
湿
原
自
然
保
護
官
事
務
所

　
（
☎
０
１
５
４
︱
56
︱
２
３
４
５
）

◦
み
ん
な
で
調
べ
る
復
元
河

　

川
の
環
境
２
０
１
５
秋

　

カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
釧
路
川
の
環
境
を
調

べ
ま
す
。

■�

日
時
／
９
月
13
日
㈰
、
午
前
８
時
15
分

～
午
後
３
時
30
分

■
定
員
／
20
人

■�
対
象
／
小
学
校
高
学
年
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費
／
無
料

■�

申
込
締
切
／
８
月
17
日
㈪
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
釧
路
国
際

ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
（
釧
路
市

役
所
環
境
保
全
課
内
☎
０
１
５
４
︱
31

︱
４
５
９
４
）

　
　

釧
路
湿
原
国
立
公
園

　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

遺
骨
を
お
墓
に
納
め
る
場
合
や
他
の
墓
地
な
ど

へ
移
す
場
合
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き
が
必
要
で

す
。

▼
遺
骨
を
お
墓
や
納
骨
堂
へ
納
め
る
場
合

　

実
施
前
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
必
要
な
も
の

・�

埋
葬
等
届
（
墓
地
や
納
骨
堂
の
管
理
者
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
）

・
火
葬
許
可
書
ま
た
は
改
葬
許
可
書

・
墓
地
所
有
者
の
印
か
ん

・�

墓
園
等
使
用
許
可
証
（
墓
地
や
納
骨
堂
の
管
理

者
が
発
行
す
る
も
の
）

○
届
出
先

・�

寺
院
な
ど
が
管
理
す
る
墓
地
や
納
骨
堂
の
場
合

そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者

・�

標
茶
霊
園
・
町
内
地
域
墓
地
の
場
合

　

�

役
場
住
民
課
環
境
衛
生
係
（
１
階
③
番
窓
口
☎

４
８
５
︱
２
１
１
１
内
線
１
２
７
）

▼
遺
骨
を
他
の
墓
地
や
納
骨
堂
へ
移
す
場
合

　

現
在
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
る
墓
地
や
納
骨
堂

の
あ
る
市
町
村
か
ら
「
改
葬
許
可
」
を
受
け
な
け

れ
ば
、
新
し
い
墓
地
で
受
け
入
れ
を
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
実
施
前
に
申
請
が
必
要
で
す
が
、
手
続

き
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予

定
の
あ
る
方
は
早
め
に
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
必
要
な
も
の

・
改
葬
許
可
書
（
町
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

・�

埋
蔵
・
収
蔵
証
明
書
（
墓
地
や
納
骨
堂
の
管
理

者
が
発
行
す
る
も
の
）

・
申
請
者
の
印
か
ん

○
届
出
先

・�

役
場
住
民
課
環
境
衛
生
係
（
１
階
③
番
窓
口
☎

４
８
５
︱
２
１
１
１
内
線
１
２
７
）

墓
地
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て

ゆとり生活
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！ ！
！！！学校
の取組

沼幌小学校

　

昨
年
度
の
旧
中
御
卒
別
小
学
校

と
の
統
合
に
引
き
続
き
、今
年
度
、

沼
幌
小
学
校
は
、
旧
久
著
呂
小
学

校
と
統
合
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
の
14
人
か
ら
13
人
と
な
り
、
ほ

ぼ
同
程
度
の
児
童
数
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
「
一
人
一
人
の
存
在

が
認
め
ら
れ
、
子
ど
も
の
居
場
所

の
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
、
本
校

の
特
質
を
生
か
し
た
少
人
数
、
全

校
体
制
に
よ
る
教
育
を
進
め
て
い

ま
す
。

■
授
業
の
活
性
化

　

統
合
の
メ
リ
ッ
ト
の
１
つ
に
授

業
の
活
性
化
が
あ
り
ま
す
。
２
人

以
上
の
学
級
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
、
授
業
で
の
話
し
合
い
活
動
が

充
実
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

全
校
体
育
や
全
校
音
楽
な
ど
を
取

り
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
児
童
数

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
活
動
の
多

様
性
が
広
が
り
ま
し
た
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
発
化

　

統
合
に
よ

り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
も
盛
り

上
が
っ
て
い

ま
す
。
春
に

は
観
桜
会
を

開
き
桜
の
花

が
咲
き
誇
る

中
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
春

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
登
山
は
残
念
な
が
ら
雨

天
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
秋
に
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

例
年
に
な
い
大
雪
の
た
め
学
校
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
つ
ぶ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
春
の
奉
仕
作
業

で
は
賛
助
会
員
も
含
め
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
旧
中

御
卒
別
小
学
校
か
ら
移
転
し
設
置

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

夏
は
校
庭
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
小
規
模
校
と
し
て
の
良
さ

　

本
校
で
は
毎
月
１
回
、
児
童
と

教
師
が
一
対
一
で
対
話
す
る
教
育

相
談
的
な
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
を

実
施
す
る
な
ど
、
小
規
模
校
の
特

性
を
生
か
し
て
一
人
一
人
に
対
応

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

２
年
に
わ
た
る
統
合
に
よ
り
、

校
区
は
と
て
も
広
く
な
り
ま
し

た
。
賛
助
会
員
以
外
の
皆
さ
ま
に

も
地
域
の
学
校
と
し
て
愛
さ
れ
る

学
校
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
統
合

の
重
み
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
小

規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

学
校
づ
く
り
を
今
後
一
層
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
事
か
ら
、
前
回
に
引
き
続
き
、

川
上
支
部
事
務
所
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
郷
土
館
と
な
っ
て
い
る
こ
の
事
務
所
は
、
川
上
支
部
に
お
い
て
も

象
徴
的
な
建
物
で
あ
り
、
よ
く
記
念
写
真
が
撮
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
多
く

は
、
軍
刀
を
携
え
た
軍
人
た
ち
が
立
ち
並
ぶ
写
真
で
す
。
こ
の
写
真
は
珍

し
く
、
軍
人
と
関
係
者
ら
が
家
族
と
一
緒
に
写
し
た
記
念
写
真
で
す
。
事

務
所
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
幼
子
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
式
典
か
行
事
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
２
年
後
に
日
中
戦
争
が
始
ま
り
ま
す

が
、
ま
だ
写
真
全
体
か
ら
は
の
ど
か
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
事
務
所
横
に
て
記
念
写
真
」

撮
影
／
昭
和
10
年

場
所
／
標
茶
町
市
街

所
蔵
／
郷
土
館

し
べ
ち
ゃ
寫
真
館

　

今
年
度
の
文
化
講
演
会
は
、
留
辺
蘂
出
身
の
人
気
講
談
師
・

神
田
山
陽
さ
ん
が
登
壇
！
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
、
人
間
の
生

き
方
を
問
い
か
け
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
日
時
／
11
月
15
日
㈰
、
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
１
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
場
所
／
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ル
う
ぃ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
／
文
化
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
実
行
委
員
会
（
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
☎
４
８
５
―
２
３
０
０
）

文
化
講
演
会

ゆとり生活
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■日時／８月22日㈯・23日㈰、午前10時～午後４時
　図書館に寄せられた本を定価の１割で販売しま
す。本を提供いただける方は前日までに図書館へ連
絡してください。
　前庭では雑貨・日用品・手芸などのバザーを行い
ます。思わぬ掘り出し物があるかもしれません！

■期間／８月８日㈯～８月21日㈮
　本町の書家の皆さんの作品を展示します。
　熟練の筆使いをご観賞ください。

ゆとり生活

古本市＆バザー

標茶書道同好会作品展

大浦　松子さん（虹　別）の作品

図書館だより
☎485-2300

■開館時間■
火〜木曜日：午前10時〜午後６時
金　曜　日：午前10時〜午後９時
土・日曜日：午前10時〜午後４時
休　館　日：月曜日・祝日

文芸作品

絵
手
紙
の
会

三
輪
　
智
子
さ
ん
（
桜
）
の
作
品

みんなの 

作品展

掲載希望の方は、イラスト・詩・絵
画・写真ほか何でも結構ですので、
作品に住所・ 氏名を記入の上、次
のところまでお寄せください。
〒088-2312　川上４丁目２番地

役場企画財政課地域振興係
「みんなの作品展コーナー」

投稿お待ち
しています

川
　
柳
（
標
茶
川
柳
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
万
緑
を
背
に
雑
草
を
な
げ
く
妻　
　
　
　
　
　

大
沼　

良
治

◦
道
楽
を
極
め
匠
と
呼
ば
れ
ま
す　
　
　
　
　
　

高
野
千
鶴
子

俳
　
句
（
標
茶
菱
の
実
吟
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
郭か
っ
こ
う公
の
声
が
耕
す
畑
の
空　
　
　
　
　
　
　
　

東
出
沙
羅
夫

◦
町
よ
り
の
長
寿
祝
や
聖
五
月　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

文
子

短
　
歌
（
自
生
林
短
歌
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
薫
風
と
和
み
の
季
節
豊
か
な
り

　

夕
食
膳
が
隣
家
と
混
在　
　
　
　
　
　

   　
　

門
屋　

和
子

◦
ベ
コ
ニ
ア
の
花
が
植
え
ら
れ
夏
が
来
る

　

桜
会
館
夕
映
え
の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

教
子

◦
微
か
な
る
風
に
ゆ
れ
て
る
ひ
な
げ
し
の

　

そ
の
し
と
や
か
さ
も
持
ち
て
生
き
た
し　

  　

 

駒
井　

米
子


